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「夢はあきらめなければ必

ず叶う」このほど引退を表明

したマラソンの高橋尚子選

手の言葉です。 

 11 月 8 日、雲仙ゴルフ場で

の西日本大会１日目、オリエ

ンティアの皆さんを目の辺

りにして夢が実現した思い

に感慨深いものがありまし

た。 

 

■ゴルフ場 への思 い■ 

3 年前の 10 月、地元の大村市政施行

65 周年記念事業一環として、全日本ト

レイル・オリエンテーリング大会を企

画したとき、テレインをどこにしよう

といろいろ思いをめぐらす中で、これ

までトレイルＯ九州大会を３回開催し

てきた野岳湖公園に隣接するゴルフ場

を思い浮かべました。 

大村市に、ゴルフ場での開催意義、

その効果を説明し、市にゴルフ場への

交渉を依頼しました。残念ながら、行

政の力をしても、ゴルフ場の回答は

「No」でした。 

ゴルフ場への思いをリセットするこ

とはできません。長崎県内のゴルフ場

での開催をいろいろと模索し、雲仙ゴ

ルフ場なら、万が一の可能性があるの

では、そして雲仙ならそのネームバリ

ューからも、全国から人を呼べるので

はないかと思い、町おこしに一生懸命

に取組まれている雲仙市長にお願いし

ようという結論に至りました。 

平成 19 年 1月、雲仙市長に面談する

機会を得、ゴルフ場開催への思いを正

直にぶつけました。雲仙市長の決断は

早く、その席で協力を約束していただ

き、ゴルフ場関係者の英断もあり、一

気に話は進みました。とは言え、民間

会社です、当然のことながら、1日貸切

りの費用が発生します。 

 
 
■九州協議会の結成■ 

ゴルフ場開催へのめどが立ちました。

長崎県協会として、トレイルＯのノウ

ハウはありますが、フットの運営能力

はゼロに等しい現状。しかし、フット

の大会を開催しなければ人は集まらな

いことは必定、そこで、福岡県協会会

長神谷さん、佐賀県協会会長の溝江さ

ん、北九州 OLC 会長吉田さん、博多 OLC

の小比賀さんらを歴訪して、ゴルフ場

開催の可能性と長崎県協会の現状を吐

露し、九州ブロックとしての取組みの

意義を説明し、幸い皆様のご理解によ

り実現することになりました。 

 
 
■西日本大会開催への難関■ 

テレインとスタッフのめどが立ち、

大会規模をどうするかということにな

りました。行政等からの助成を受ける

には、ビッグなネームが欲しい。当初

は20年度から開催されることになった

「全日本スプリント選手権大会」の誘

致を目指しました。残念ながら失敗し、

西日本大会へ方向転換をしました。こ

のことは資金確保にも大きなマイナス

になりました。地方での大会、まして

や日本最西端長崎での大会となれば多

くの参加者は望めない、スポンサーの

確保も容易でない等のハンディを克服

するには行政の助成が不可欠です。 

そのために、全日本というビッグネ

ームが欲しかったのは正直な心情でし

た。ゴルフ場開催へ突っ走ってきた私

が逡巡した時期でもありました。 

アクセスの問題からオリエンテーリ

ングを開始するのは、土曜日の午後か

らになる、空いている午前中にグラウ

ンド・ゴルフ大会の開催を思いつき、

関係者と協議を重ねました。 

まことに虫のいい話でしたが、ゴル

フ場での開催はグラウンド・ゴルフ側

にとっても、長年の念願だったとかで、

話はとんとん拍子に進み、同時開催が

合意されました。 

 

■ 準 備 の 遅 れ ■ 
本年 1 月から 3 月までの間、資金調

達への足踏みが後々まで響きました。

準備の出遅れをカバーしていただいた

のが、スプリントの競技担当の北九州

OL クラブ、ミドル競技担当の博多 OL

クラブそしてスタート・ゴール業務の

佐賀県 OL 協会の方たちでした。コント

ローラをお願いした山口県協会の福田

さんにも大きな負担を負わせることに

なりました。福岡県、佐賀県の皆様に

は、期間が短い中を懸命に努力してい

ただきました。本当に頭が下がる思い

でした。 

無論、長崎県協会もトレイルＯの準

備に万全を期しました。加えて、日本

トレイルＯ研究会の田中会長、ＪＯＡ

トレイルＯ委員会の櫻内さんにも応援

をいただきました。 

 

■楽 しい夢 を あ りが とう■ 
こうして迎えた雲仙での西日本大会

澄みきった青空の下というような好天

気にはなりませんでしたが、どうにか

大会開催には支障のない程度の天気に

恵まれました。参加者も、当初県外か

ら50名を目標で100名を越せば万歳と

いう見込みでしたが、県外の参加者 170

名を超えました。これもスタッフの皆

さんのご努力の賜物でした。 

多くの人たちに支えられた西日本大

会はどうにか終わりました。参加者の

皆さんにどれだけの感動をお持ち帰り

いただいたか、自信はありませんが、

何年に一度かの紅葉の美しさに免じて

お許しをいただきたいと思います。 

3 年前のクルージングによるトレイ

ルＯ大会、昨年の全日本トレイルＯ大

会、そして今回の西日本大会と夢を追

いつづけた３年間でした。夢はみるも

の、楽しむものということも実感しま

した。私の夢のパートナーとして、い

つも協力を惜しまなかった長崎県協会

の志田さん、アドバイスと協力をいた

だいた日本トレイルＯ研究会の田中会

長、櫻内さん等々、私はすばらしい仲

間に恵まれました。夢をみつづけるこ

とができたのもこうした仲間がおかげ

です。そろそろ種切れです。１年夢を

みずに熟睡することにします。 

しっかり充電して、また皆さんとお

会いできることを楽しみにしています。 

（仲尾勝利） 

 

皆さんのおかげです！ 
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